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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
反射電極を含む発光素子を複数個配列した第１の基板と、カラーフィル夕及び透明電極が
設けられ透明材料で形成された第２の基板と、前記発光素子側の面と前記透明電極側の面
とが対向するように配置された前記第１の基板と前記第２の基板との間に設けられた液晶
層と、前記液晶層に印加する電圧を制御すると共に、前記発光素子の前記反射電極で外光
を反射することにより画像を表示する反射表示モードと、前記発光素子から光を発するこ
とにより画像を表示する自発光表示モードとを選択する画素回路とを備え、
前記画素回路は、前記液晶層に電圧を印加する信号経路内に配置された第１のトランジス
タと、前記発光素子に電気的信号を与える信号経路内に配置された第２のトランジスタと
、前記第１のトランジスタ及び前記第２のトランジスタに共通に接続された制御線とを有
し、
前記発光素子は前記反射電極の上に形成された発光材料と、前記発光材料の上に形成され
た透明電極とを有し、
前記画素回路は、各画素について、その画素を選択するスイッチングトランジスタと、前
記発光素子の電流量を制御する発光量制御回路と、前記反射モードと前記自発光モードと
を切り換える切換制御回路とを有し、
前記切換制御回路は、前記反射表示モードにおいて、前記発光素子の前記反射電極と前記
発光素子の前記透明電極とを導通させると共に、前記スイッチングトランジスタと前記発
光素子の前記反射電極とを、第１のトランジスタを介して導通させ、前記自発光表示モー
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ドにおいて、前記発光素子に前記発光量制御回路を接続させると共に、前記スイッチング
トランジスタと前記発光量制御回路とを、第２のトランジスタを介して接続させ、
前記第１のトランジスタのゲート電極及び前記第２のトランジスタのゲート電極には、共
通の制御線が接続されていることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
反射電極を含む発光素子を複数個配列しその上方にカラーフィル夕が配置された第１の基
板と、透明電極が設けられ透明材料で形成された第２の基板と、前記カラーフィルタ側の
面と前記透明電極側の面とが対向するように配置された前記第１の基板と前記第２の基板
との間に設けられた液晶層と、前記液晶層に印加する電圧を制御すると共に、前記発光素
子の前記反射電極で外光を反射することにより画像を表示する反射表示モードと、前記発
光素子から光を発することにより画像を表示する自発光表示モードとを選択する画素回路
とを備え、
前記画素回路は、前記液晶層に電圧を印加する信号経路内に配置された第１のトランジス
タと、前記発光素子に電気的信号を与える信号経路内に配置された第２のトランジスタと
、前記第１のトランジスタ及び前記第２のトランジスタに共通に接続された制御線とを有
し、
前記発光素子は前記反射電極の上に形成された発光材料と、前記発光材料の上に形成され
た透明電極とを有し、
前記画素回路は、各画素について、その画素を選択するスイッチングトランジスタと、前
記発光素子の電流量を制御する発光量制御回路と、前記反射モードと前記自発光モードと
を切り換える切換制御回路とを有し、
前記切換制御回路は、前記反射表示モードにおいて、前記発光素子の前記反射電極と前記
発光素子の前記透明電極とを導通させると共に、前記スイッチングトランジスタと前記発
光素子の前記反射電極とを、第１のトランジスタを介して導通させ、前記自発光表示モー
ドにおいて、前記発光素子に前記発光量制御回路を接続させると共に、前記スイッチング
トランジスタと前記発光量制御回路とを、第２のトランジスタを介して接続させ、
前記第１のトランジスタのゲート電極及び前記第２のトランジスタのゲート電極には、共
通の制御線が接続されていることを特徴とする表示装置。
【請求項３】
前記第２の基板の前記液晶層に対向しない側の表面に円偏光板を備え、前記反射表示モー
ドでは、前記画素回路により前記液晶層を通過する光の偏光状態を切り替えることにより
、外光の反射率を調整することを特徴とする請求項１又は２に記載の表示装置。
【請求項４】
前記第２の基板の前記液晶層に対向しない側の表面に円偏光板を備え、前記自発光表示モ
ードでは、前記画素回路により前記液晶層を通過する光の偏光状態は一定に保たれること
を特徴とする請求項１又は２に記載の表示装置。
【請求項５】
前記第１の基板は、前記発光素子を覆う保護層と、この保護層の上に形成された第１の配
向膜とを有し、前記第２の基板は、前記透明電極の上に形成された第２の配向膜を有する
ことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項６】
前記第１の基板は、前記発光素子を覆うように前記カラーフィルタと前記発光素子との間
に形成された保護層と、前記カラーフィルタの上に形成された第１の配向膜とを有し、前
記第２の基板は、前記透明電極の上に形成された第２の配向膜を有することを特徴とする
請求項２に記載の表示装置。
【請求項７】
前記保護層は前記第１の基板と前記第２の基板の間であって前記発光素子が配置されてい
ない領域に、前記第２の基板に達する凸部又は支柱を有することを特徴とする請求項５に
記載の表示装置。
【請求項８】
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反射電極を含む発光素子を複数個配列した第１の基板と、カラーフィルタ及び透明電極が
設けられ透明材料で形成された第２の基板と、前記発光素子側の面と前記透明電極側の面
とが対向するように配置された前記第１の基板と前記第２の基板との間に設けられた液晶
層とを有する表示装置の駆動方法において、前記液晶層に印加する電圧を制御すると共に
、前記発光素子の前記反射電極で外光を反射することにより画像を表示する反射表示モー
ドと、前記発光素子から光を発することにより画像を表示する自発光表示モードとを選択
し、前記反射表示モードに移行する際、前記発光素子に流れる電流を制御するトランジス
タのゲート電極に、前記トランジスタを非導通状態とする電圧を書き込み、その後に、前
記ゲート電極をフローティングとすることを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項９】
反射電極を含む発光素子を複数個配列しその上方にカラーフィルタが配置された第１の基
板と、透明電極が設けられ透明材料で形成された第２の基板と、前記カラーフィルタ側の
面と前記透明電極側の面とが対向するように配置された前記第１の基板と前記第２の基板
との間に設けられた液晶層とを有する表示装置の駆動方法において、前記液晶層に印加す
る電圧を制御すると共に、前記発光素子の前記反射電極で外光を反射することにより画像
を表示する反射表示モードと、前記発光素子から光を発することにより画像を表示する自
発光表示モードとを選択し、前記反射表示モードに移行する際、前記発光素子に流れる電
流を制御するトランジスタのゲート電極に、前記トランジスタを非導通状態とする電圧を
書き込み、その後に、前記ゲート電極をフローティングとすることを特徴とする表示装置
の駆動方法。
【請求項１０】
前記反射表示モードにおいて、前記発光素子の発光材料を間に挟んで形成された前記反射
電極と発光素子の透明電極とを導通させることを特徴とする請求項８又は９に記載の表示
装置の駆動方法。
【請求項１１】
前記自発光表示モードにおいて、前記発光素子の発光量を制御する発光量制御回路を前記
発光素子に接続することを特徴とする請求項８又は９に記載の表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、携帯電話、携帯情報端末、ノートパソコン等の機器に搭載される薄型の表示装
置に関するもので、特に、明るい場所では外光を反射し、暗い場所では自ら発光すること
により画像を表示する薄型の表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、外光を反射することにより画像を表示する薄型の表示装置として、反射型液晶
表示装置が知られている。図１１は、特に“１枚偏光板方式”として知られている反射型
液晶表示装置において、その画素部の断面の構成を示す断面図である。この反射型液晶表
示装置は、基板１１０と、透明基板１２０との間に、液晶１３０を挟んで構成されている
。基板１１０の透明基板１２０との対向面には、複数の反射電極１１１が配置されており
、透明基板１２０の基板１１０との対向面には、反射電極１１１に対向する位置にカラー
フィルタ１２１が配置され、このカラーフィルタ１２１を覆うように、透明電極１２３が
一様に形成されている。
【０００３】
両基板の液晶１３０に接する表面には、液晶の配向方向を予め規定するための配向膜１１
４、１２４が配置される。また、個々の反射電極１１１の電位を独立に制御するための配
線１１２が基板１１０の表面上の反射電極１１１間の位置に配置されている。また、カラ
ーフィルタ１２１は赤、緑、青をそれぞれ高い確率で透過する性質を持つ３種の材料で形
成され、これらの３種類のカラーフィルタ１２１の相互間の隙間には光を透過しない材料
により形成されたブラックマトリクス１２２が設けられている。このブラックマトリクス
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１２２は、通常はその平面形状が格子状である。更に、透明基板１２０の観察者に対向す
る表面には、入射してくる外光の中から特定の円偏光のみを透過する機能を持つ円偏光板
１４０が配置されている。通常、これは直線偏光板とλ／４波長板とを互いの光軸を一定
の角度だけ傾けて積層して構成されている。また、この図の構成例では、光を拡散する機
能はカラーフィルタ１２１に含まれる光拡散材料により実現され、反射電極１１１は光を
拡散する機能を持たない。
【０００４】
次に、図１１を参照しながら、従来の反射型液晶表示装置の動作について説明する。外光
は、円偏光板１４０の上方から入射し、例えば右円偏光のみが円偏光板１４０を透過する
。この円偏光は透明基板１２０を透過した後に、カラーフィルタ１２１によって特定の波
長の光のみが液晶１３０に達する。ここで、液晶１３０の配向状態は反射電極１１１の電
位によって制御され、例えば、電圧を印加しない場合には偏光状態が変化せず、電圧を印
加する場合には円偏光が直線偏光に変化するように液晶材料及び液晶層の厚さ等の設計パ
ラメータが選択される。先ず、反射電極１１１に電圧を印加しない場合には、液晶１３０
に入射した特定の波長の右偏光はそのまま右円偏光として反射板１１１に到達し、反射す
るときに左円偏光になる。液晶１３０を下方から上方へ通過するときにも偏光状態は変化
しないので、左円偏光がカラーフィルタ１２１と透明基板１４０とを順に透過して円偏光
板１４０に至る。左円偏光は円偏光板１４０によって吸収されるので、外部へ漏れること
は無い。従って、この画素は黒を表示することになる。
【０００５】
次に、反射電極１１１に電圧を印加する場合には、液晶１３０を透過した光は直線偏光に
なり、反射電極１１１は直線偏光を反射する。反射された直線偏光は、液晶１３０を透過
すると右円偏光になり、円偏光板１４０を透過する。従って、この画素はカラーフィルタ
１２１で決まる波長の色を表示することになる。このようにして、個々の反射電極１１１
の電位を制御することにより、任意のカラー画像を表示することができる。
【０００６】
また、従来から、自ら発光することにより画像を表示する薄型の表示装置として、有機材
料のエレクトロルミネッセンス（ＥＬ）現象を利用した有機ＥＬディスプレイが知られて
いる。図１２は、特にその画素部の断面の構成を示すための断面図である。この図に示す
有機ＥＬディスプレイは、基板２１０の表面に複数の発光素子２２０を形成し、その表面
に保護層２４０及びカラーフィルタ２５０を順に形成し、更に保護基板２６０と円偏光板
２７０とを積層して構成されている。発光素子２２０は、基板２１０上に形成された下部
電極２２１と、下部電極２２１上に積層された発光層２２２と、発光層２２２上に積層さ
れた上部電極２２３とを有し、発光層２２２を下部電極２２１と上部電極２２３とで挟ん
で構成されている。そして、下部電極２２１と上部電極２２３とが夫々光反射性材料及び
透過性材料で形成されており、光が上部電極２２３を透過して外部へ放射されるように構
成されている。この従来技術においては、発光素子２２０に通電したときに白色の発光が
得られるように、発光素子を構成する材料を選択するものとする。基板２１０の表面上に
は、これらの各発光素子２２０に個別に通電するか否かを制御するための配線２３０が発
光素子２２０間に形成されている。
【０００７】
次に、図１２を参照しながらこの従来の有機ＥＬディスプレイの動作について説明する。
配線２３０に印加する電圧を制御して発光素子２２０に通電すると、白色光が放射され、
特定の波長の光のみがカラーフィルタ２５０を透過し、透明基板２６０と円偏光板２７０
を順に透過して外部へ漏洩する。このようにして、個々の発光素子２２０の発光量を制御
することにより、任意のカラー画像を表示することができる。ここで、外光が入射した場
合には、円偏光板２７０によって例えば右円偏光になる。この右円偏光は発光素子２２０
の下部電極２２１で反射されるときに左円偏光になり、円偏光板２７０を下方から上方へ
通過しようとするときに吸収される。従って、発光素子２２０が発する光により表示され
る画像のコントラストが外光によって劣化する現象を緩和することができる。
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【０００８】
しかしながら、反射型液晶表示装置は、外光を反射して画像を表示するため、暗い場所で
は画質が著しく劣化するという課題がある。これを解決するために補助光源を利用する方
法があるが、補助光源の追加により装置が薄型であるという利点が損なわれる。更に、フ
ロントライトを補助光源として用いる場合には、本来の外光を利用して表示するときに画
質が劣化するという課題がある。このように、従来の反射型液晶表示装置を暗い場所で使
用する場合には画質が劣化してしまうという難点がある。
【０００９】
一方、有機ＥＬディスプレイは、自ら光を発するため、暗い場所では鮮やかな表示が可能
である。しかし、明るい場所では外光の反射により表示画像のコントラストが劣化すると
いう課題がある。仮に、自らの発光量を増加させてコントラストの劣化を防ごうとすると
、発光素子の寿命の劣化及び消費電力の増加につながるので、現実には画質の劣化を甘受
するしかない。即ち、従来の有機ＥＬディスプレイには、明るい場所では表示画像のコン
トラストが劣化するという難点がある。
【００１０】
このように、表示装置の動作原理によって、明るい場所か暗い場所かのいずれか一方での
視認性を優先する必要がある。即ち、従来の薄型表示装置においては、明るい場所と暗い
場所の両方で良好な視認性を得ることはできない。
【００１１】
これに対し、従来よりも表現力が豊かな表示を行うことを目的として、観察側から、有機
エレクトロルミネッセンス表示素子１，液晶表示素子２がこの順に積層された表示装置が
提案されている（特開２００１－９２３９０号公報）。また、透過型表示の面状発光機能
に加えて、キャラクタ等の絵柄パターンを表示する機能を備えたバックライトを有する表
示装置を提供することを目的として、液晶表示パネルの後方に有機ＥＬパネルを配置し、
この有機ＥＬ素子に電極を形成してパターンを表示可能とした表示装置が開示されている
（特開平１１－１６０７０４号公報）。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、これらの従来の表示装置は、ＥＬディスプレイ又はＥＬバックライトと、
液晶ディスプレイとを独立に製造し、単純にこれらを積層した構造を有する。このため、
ＥＬディスプレイ又はＥＬバックライトと、液晶ディスプレイとの間には、透明基板が存
在し、また両者に夫々固有の駆動回路が必要であるという問題点がある。
【００１３】
本発明はかかる問題点に鑑みてなされたものであって、明るい場所でも暗い場所でも優れ
た視認性を有すると共に、構造及び駆動回路が簡素化された薄型の表示装置を提供するこ
とを目的とする。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
　本願第１発明に係る表示装置は、反射電極を含む発光素子を複数個配列した第１の基板
と、カラーフィル夕及び透明電極が設けられ透明材料で形成された第２の基板と、前記発
光素子側の面と前記透明電極側の面とが対向するように配置された前記第１の基板と前記
第２の基板との間に設けられた液晶層と、前記液晶層に印加する電圧を制御すると共に、
前記発光素子の前記反射電極で外光を反射することにより画像を表示する反射表示モード
と、前記発光素子から光を発することにより画像を表示する自発光表示モードとを選択す
る画素回路とを備え、
前記画素回路は、前記液晶層に電圧を印加する信号経路内に配置された第１のトランジス
タと、前記発光素子に電気的信号を与える信号経路内に配置された第２のトランジスタと
、前記第１のトランジスタ及び前記第２のトランジスタに共通に接続された制御線とを有
し、
前記発光素子は前記反射電極の上に形成された発光材料と、前記発光材料の上に形成され
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た透明電極とを有し、
前記画素回路は、各画素について、その画素を選択するスイッチングトランジスタと、前
記発光素子の電流量を制御する発光量制御回路と、前記反射モードと前記自発光モードと
を切り換える切換制御回路とを有し、
前記切換制御回路は、前記反射表示モードにおいて、前記発光素子の前記反射電極と前記
発光素子の前記透明電極とを導通させると共に、前記スイッチングトランジスタと前記発
光素子の前記反射電極とを、第１のトランジスタを介して導通させ、前記自発光表示モー
ドにおいて、前記発光素子に前記発光量制御回路を接続させると共に、前記スイッチング
トランジスタと前記発光量制御回路とを、第２のトランジスタを介して接続させ、
前記第１のトランジスタのゲート電極及び前記第２のトランジスタのゲート電極には、共
通の制御線が接続されていることを特徴とする。
【００１５】
　本願第２発明に係る表示装置は、反射電極を含む発光素子を複数個配列しその上方にカ
ラーフィル夕が配置された第１の基板と、透明電極が設けられ透明材料で形成された第２
の基板と、前記カラーフィルタ側の面と前記透明電極側の面とが対向するように配置され
た前記第１の基板と前記第２の基板との間に設けられた液晶層と、前記液晶層に印加する
電圧を制御すると共に、前記発光素子の前記反射電極で外光を反射することにより画像を
表示する反射表示モードと、前記発光素子から光を発することにより画像を表示する自発
光表示モードとを選択する画素回路とを備え、
前記画素回路は、前記液晶層に電圧を印加する信号経路内に配置された第１のトランジス
タと、前記発光素子に電気的信号を与える信号経路内に配置された第２のトランジスタと
、前記第１のトランジスタ及び前記第２のトランジスタに共通に接続された制御線とを有
し、
前記発光素子は前記反射電極の上に形成された発光材料と、前記発光材料の上に形成され
た透明電極とを有し、
前記画素回路は、各画素について、その画素を選択するスイッチングトランジスタと、前
記発光素子の電流量を制御する発光量制御回路と、前記反射モードと前記自発光モードと
を切り換える切換制御回路とを有し、
前記切換制御回路は、前記反射表示モードにおいて、前記発光素子の前記反射電極と前記
発光素子の前記透明電極とを導通させると共に、前記スイッチングトランジスタと前記発
光素子の前記反射電極とを、第１のトランジスタを介して導通させ、前記自発光表示モー
ドにおいて、前記発光素子に前記発光量制御回路を接続させると共に、前記スイッチング
トランジスタと前記発光量制御回路とを、第２のトランジスタを介して接続させ、
前記第１のトランジスタのゲート電極及び前記第２のトランジスタのゲート電極には、共
通の制御線が接続されていることを特徴とする。
【００１６】
これらの表示装置において、前記発光素子は、例えば、前記反射電極の上に形成された発
光材料と、前記発光材料の上に形成された透明電極とを有する。
【００１７】
また、前記駆動回路は、例えば、前記発光素子の前記透明電極と前記第２の基板の前記透
明電極との間に印加する電圧を制御して前記液晶層の光学的性質を制御すると共に、前記
発光素子の前記透明電極と前記反射電極との間に印加する電圧を制御して前記発光素子の
発光を制御する。
【００１８】
更に、例えば、前記各発光素子及びその発光素子に対応する前記カラーフィルタから１画
素が構成され、前記駆動回路は、各画素について、その画素を選択するスイッチングトラ
ンジスタと、前記発光素子の電流量を制御する発光量制御回路と、前記反射表示モードと
前記自発光表示モードとを切り換える切換制御回路と、を有する。
【００１９】
更に、例えば、前記切換制御回路は、前記反射表示モードにおいて、前記発光素子の前記



(7) JP 4122828 B2 2008.7.23

10

20

30

40

50

反射電極と前記発光素子の前記透明電極とを導通させると共に、前記スイッチングトラン
ジスタと前記発光素子の前記反射電極とを導通させることを特徴とする。
【００２０】
更に、例えば、前記切換制御回路は、前記自発光表示モードにおいて、前記発光素子に前
記発光量制御回路を接続させると共に、前記スイッチングトランジスタと前記発光量制御
回路とを接続させる。
【００２１】
更に、前記第２の基板の前記液晶層に対向しない側の表面に円偏光板を備え、前記反射表
示モードでは、前記駆動回路により前記液晶層を通過する光の偏光状態を切り替えること
により、外光の反射率を調整する。
【００２２】
更にまた、例えば、前記第２の基板の前記液晶層に対向しない側の表面に円偏光板を備え
、前記自発光表示モードでは、前記駆動回路により前記液晶層を通過する光の偏光状態は
一定に保たれる。
【００２３】
前記第１の基板は、例えば、前記発光素子を覆う保護層と、この保護層の上に形成された
第１の配向膜とを有し、前記第２の基板は、前記透明電極の上に形成された第２の配向膜
を有する。この場合に、前記保護層は前記第１の基板と前記第２の基板の間であって前記
発光素子が配置されていない領域に、前記第２の基板に達する凸部又は支柱を有すること
もできる。
【００２４】
前記第１の基板は、例えば、前記発光素子を覆うように前記カラーフィルタと前記発光素
子との間に形成された保護層と、前記カラーフィルタの上に形成された第１の配向膜とを
有し、前記第２の基板は、前記透明電極の上に形成された第２の配向膜を有する。
【００２５】
　本願第３発明に係る表示装置の駆動方法は、反射電極を含む発光素子を複数個配列した
第１の基板と、カラーフィルタ及び透明電極が設けられ透明材料で形成された第２の基板
と、前記発光素子側の面と前記透明電極側の面とが対向するように配置された前記第１の
基板と前記第２の基板との間に設けられた液晶層とを有する表示装置の駆動方法において
、前記液晶層に印加する電圧を制御すると共に、前記発光素子の前記反射電極で外光を反
射することにより画像を表示する反射表示モードと、前記発光素子から光を発することに
より画像を表示する自発光表示モードとを選択し、前記反射表示モードに移行する際、前
記発光素子に流れる電流を制御するトランジスタのゲート電極に、前記トランジスタを非
導通状態とする電圧を書き込み、その後に、前記ゲート電極をフローティングとすること
を特徴とする。
【００２６】
　本願第４発明に係る表示装置の駆動方法は、反射電極を含む発光素子を複数個配列しそ
の上方にカラーフィルタが配置された第１の基板と、透明電極が設けられ透明材料で形成
された第２の基板と、前記カラーフィルタ側の面と前記透明電極側の面とが対向するよう
に配置された前記第１の基板と前記第２の基板との間に設けられた液晶層とを有する表示
装置の駆動方法において、前記液晶層に印加する電圧を制御すると共に、前記発光素子の
前記反射電極で外光を反射することにより画像を表示する反射表示モードと、前記発光素
子から光を発することにより画像を表示する自発光表示モードとを選択し、前記反射表示
モードに移行する際、前記発光素子に流れる電流を制御するトランジスタのゲート電極に
、前記トランジスタを非導通状態とする電圧を書き込み、その後に、前記ゲート電極をフ
ローティングとすることを特徴とする。
【００２７】
この場合に、前記反射表示モードにおいて、前記発光素子の発光材料を間に挟んで形成さ
れた前記反射電極と発光素子の透明電極とを導通させることができる。
【００２８】
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また、前記自発光表示モードにおいて、前記発光素子の発光量を制御する発光量制御回路
を前記発光素子に接続することができる。
【００２９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について添付の図面を参照して説明する。
【００３０】
（第１の実施の形態）
図１は本発明の第１実施形態に係る表示装置を示す断面図である。なお、この図１は表示
装置の画素部の断面の構成を示すものである。更に、図２は１画素あたりの画素部の回路
構成を示す回路図である。図１に示すように、この表示装置においては、表面に複数の発
光素子２０が配置された基板（第１の基板）１０と、各発光素子２０に対向する位置にカ
ラーフィルタ６１が配置され、その表面に透明電極６３が一様に形成された透明基板（第
２の基板）６０とが、液晶７０を挟んで対向するように構成されている。
【００３１】
発光素子２０は、基板１０上に形成された下部電極２１と、この下部電極２１上に形成さ
れた発光層２２と、発光層２２上に形成された透明上部電極２３とを有し、発光層２２を
下部電極２１と上部電極２３とで挟むようにして構成されている。これらの下部電極２１
及び上部電極２３は夫々光反射性材料及び光透過性材料で形成されている。従って、光は
上部電極２３を透過して外部へ放射される。また、発光素子２０に通電したときに白色の
発光が得られるように、発光素子を構成する材料を選択するものとする。
【００３２】
また、発光素子２０と液晶７０とを電気的に制御するための配線３０が基板１０の表面上
の発光素子２０の相互間に配置されている。なお、図１には示していないが、この基板１
０の表面には発光素子２０の他にも、種々の回路要素が形成されており、発光素子２０及
び種々の回路要素は、発光素子２０間等に配置された配線３０により、相互に又は外部の
回路に接続されている。この具体的な回路要素については、図２を参照して後述する。発
光素子２０の上には保護層４０が形成されている。更に、液晶７０に接する面には、液晶
の配向方向を予め規定するための配向膜５０が形成されている。
【００３３】
一方、透明基板６０の基板１０に対向する面に形成されたカラーフィルタ６１を覆うよう
にして透明電極６３が形成されており、この透明電極６３上の液晶７０に接する面には、
液晶の配向方向を予め規定するための配向膜６４が形成されている。液晶の配向に関して
は、液晶分子が基板に水平に配向（ホモジニアス配向）するように、液晶７０、配向膜５
０、６４の材料が選択される。
【００３４】
また、カラーフィルタ６１は赤、緑、青を夫々高い確率で透過する性質を持つ３種の材料
で形成され、これらの３種類のカラーフィルタを配置した隙間には光を透過しない材料に
より形成されたブラックマトリクス６２が平面視で格子状に形成されている。また、本実
施形態においては、光を拡散する機能はカラーフィルタ６１に含まれる光拡散材料により
実現される。
【００３５】
更に、透明基板６０の観察者側の表面には、入射してくる外光の中から特定の円偏光のみ
を透過する機能を持つ円偏光板８０が配置されている。通常、この円偏光板８０は直線偏
光板とλ／４波長板とを互いの光軸を一定の角度だけ傾けて積層することにより構成され
ている。
【００３６】
次に、図２を参照して、本実施形態の画素部の回路要素について説明する。図２に示すよ
うに、この表示装置の画素部の主要な構成要素は、特定の画素を選択するためのスイッチ
としてのトランジスタＴpと、発光素子ＣELと、発光素子の電流量を制御するための回路
（トランジスタＴcc，容量Ｃs）と、液晶ＣLCと、反射モードと自発光モードとを切り替
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えるための制御回路であるトランジスタＴ1，Ｔ2，Ｔ3，Ｔ4とからなる。これらの構成要
素は、３つの配線に供給される制御信号Ｖgate，Ｖdata，Ｖmode，Ｖceにより制御される
。
【００３７】
即ち、スイッチングトランジスタＴpのゲートに制御信号Ｖgateが入力され、ソースに制
御信号Ｖdataが入力される。制御信号Ｖmodeと接地電位との間に、トランジスタＴccと、
発光素子ＣELと、トランジスタＴ3とが縦続接続されており、トランジスタＴccのソース
とゲートとの間には容量Ｃｓが接続され、トランジスタＴpと、トランジスタＴccのゲー
トとの間には、トランジスタＴ1が接続されている。このトランジスタＴ1のゲートには、
制御信号Ｖmodeが入力される。発光素子ＣELにはトランジスタＴ4が並列に接続されてお
り、発光素子ＣELの陰極ＣとトランジスタＴpとの間には、トランジスタＴ2が接続されて
いる。このトランジスタＴ2のゲートと、トランジスタＴ4のゲートと、トランジスタＴ3
のゲートには、いずれも制御信号Ｖmodeが入力されるようになっている。また、発光素子
ＣELのカソードＣと制御信号Ｖceとの間には液晶ＣLCが接続される。
【００３８】
なお、図１の断面図と図２の回路図において、構成要素の対応は以下のとおりである。発
光素子２０（ＣＥＬ）は、反射下部電極２１と透明上部電極２３とを介して外部に接続さ
れる２端子素子である。発光素子２０は、透明上部電極２３の電位を反射下部電極２１に
対して高く設定したときに通電して点灯状態になる。このため、反射下部電極２１と透明
上部電極２３とが、夫々陰極及び陽極となる。なお、図２において、発光素子２０の陰極
及び陽極を夫々記号Ｃ（Cathode），Ａ（Anode）を付して示す。
【００３９】
液晶７０は、透明電極６３と、発光素子２０の透明上部電極２３とに与えられる電位で制
御される２端子素子で、図２においてはＣLCと表記されている。
【００４０】
図２のトランジスタ（Ｔp，Ｔ1，Ｔ2等）の構造は、構成図が複雑になるので図１には示
していないが、例えばチャネル材料にポリシリコンを使用するＭＯＳ型トランジスタのよ
うに、従来の表示装置で一般的に用いられているものである。図２のトランジスタとして
は、ゲート電極に印加する電圧の極性により、正の電圧で導通するｎ型トランジスタと負
の電圧で導通するｐ型トランジスタとがある。通常行われているように、これらは回路図
において、ｐ型トランジスタにはゲート電極に○印を付けて区別しており、従ってトラン
ジスタＴcc、Ｔ2、Ｔ4はｐ型、トランジスタＴp、Ｔ1、Ｔ3はｎ型である。
【００４１】
更に、図２のキャパシタＣsについても、図１には示していないが、ＭＯＳ型トランジス
タの構成に必要な金属薄膜と絶縁膜とで構成される。このようなキャパシタの構成方法も
従来の表示装置で一般的に使用されているものである。
【００４２】
以下にいくつかの具体的な材料と数値例を示す。保護層４０は、十分な保護効果を持たせ
るに、厚さを少なくとも１μｍ程度以上にする。保護層４０の材料は、窒酸化シリコン（
ＳｉＯＮ）又は各種の有機材料が使用され、これらの材料の屈折率は１．４～１．７程度
である。液晶７０の屈折率は常光と異常光で異なるが、常光に対する屈折率が保護層の屈
折率よりも高いものを選択することが望ましい。液晶層の厚さは２～６μｍ程度とする。
例えば、メルクジャパン製の液晶ＢＤＨ－ＴＬ２１３の常光及び異常光に対する屈折率は
、夫々１．５２，１．７６である。配向膜としてポリイミド系の材料を厚さ１００ｎｍ程
度に形成してラビング処理を行えば、液晶を水平に配向させることができる。また、透明
上部電極２３、透明電極５０、透明電極６４の材料には、インジウム錫酸化物（ＩＴＯ）
が使用され、その屈折率は１．８～１．９程度である。これらの層の厚さは１００ｎｍ程
度で、光の波長に比べて薄く形成する。発光層２２には、エレクトロルミネセンス（ＥＬ
）現象により発光する機能を持つ有機材料として、一般的に有機ＥＬディスプレイに使用
されているものを使用する。具体的には、Ａｌｑ（キノリノラートアルミ錯体）等である
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。この発光層２２は、図１では１層として記載したが、実際には正孔を輸送する機能を持
つ材料等を積層する多層構造とすることが一般的である。正孔輸送層の材料としては、ト
リアリールアミン誘導体、オキサジアゾール誘導体等を使用する。反射下部電極２１の材
料としては、アルミニウム・リチウム合金等が使用される。
【００４３】
図１に示した表示装置の製造方法は、基板１０にＭＯＳ型トランジスタ（図示せず）、発
光素子２０、保護層４０等を形成する第１の工程と、透明基板６０にカラーフィルタ６１
、ブラックマトリクス６２、透明電極６３を形成する第２の工程と、両基板の間に隙間を
設けて張り合わせた後に隙間に液晶を注入する第３の工程と、円偏光板８０を基板６０に
貼り付け、前記トランジスタ回路の配線を外部回路に接続する第４の工程とを含む。前記
第３の工程には、配向膜５０，６４を各基板の表面に形成して配向処理を行う工程も含ま
れる。なお、これらの個々の製造工程は、通常の液晶表示装置及び有機ＥＬディスプレイ
の製造工程において一般に使用されているもので構わない。
【００４４】
次に、本実施形態の表示装置の動作について説明する。先ず、この表示装置における反射
モードの動作について、図３乃至図５を参照して説明する。図３は、反射モードでの表示
動作時において、図２の制御信号の与え方を示すタイミング・チャートである。なお、以
下、一つの画像を表示するのに最低限必要な時間をフレームという。
【００４５】
最初のフレーム（図３において“LED-reset frame”と表記）では、制御信号ＶmodeをＨ
レベルに設定してＴ1を導通させ、更にＶgateをＨレベルに設定してＴpを導通させて、そ
のときのＶdataの電圧をＣsに書き込む。ここではＶdataはＨレベルなので、容量Ｃsには
Ｈレベルが書き込まれて、トランジスタＴccは非導通状態になる。このようにして、マト
リクス状に配置した画素の全てのＣsにＨレベルを書き込むことにより、全てのＴccを非
導通状態にする。即ち、第１のフレームの終了時には全ての発光素子２０が消灯状態とな
る。なお、このフレームは、自発光モードから反射モードに切り替えたときに１度だけ実
行して、全ての発光素子を消灯するためのものである。
【００４６】
次に、第１のフレーム以降においてはＶmodeをＬレベルに設定し、Ｔ1とＴ3を非導通状態
、Ｔ2とＴ4を導通状態とする。このときの回路は図４と等価になり、これは通常の液晶表
示装置の画素とほぼ同一の回路である。即ち、発光素子ＣELは、その陽極と陰極とが短絡
されているので、接続されていないのと等価である。従って、Ｖgateを順に選択しながら
フレーム毎に極性を反転させた画像信号をＶdataに供給し、対向する透明電極（図１の透
明電極６３）の電位Ｖceを同期させて反転することにより、通常の液晶表示装置と同等の
フレーム反転の表示動作を実現することができる。
【００４７】
図５は、反射モードでの表示動作時において、液晶分子の配向と光の進路を模式的に示す
説明図である。従来の反射型液晶表示装置と同様にして、液晶に電圧を印加して液晶を透
過する光の偏光状態を制御することにより、反射と非反射の状態を切り替えることができ
る。以下、その動作について詳しく説明する。
【００４８】
図５において、外光が円偏光板８０の上方から入射すると、例えば右円偏光のみが円偏光
板８０を透過する。この右円偏光は透明基板６０を透過し、カラーフィルタ６１によって
特定の波長の光のみが透明電極６３と配向膜６４とを順に透過して、液晶７０に達する。
ここで図５に模式的に示したように、液晶７０の配向状態は透明上部電極２３の電位によ
って制御される。前述のように、透明上部電極２３はトランジスタＴ4により反射下部電
極２１に短絡されている。このとき、トランジスタＴ2も導通しているため、反射下部電
極２１はＴpを介してＶdataに接続される。従って、Ｖdataに設定された電位により、液
晶７０の配向状態が制御されることになる。
【００４９】
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ここで、液晶材料及び液晶層の厚さ等の設計パラメータは、例えば、電圧を印加しない場
合には偏光状態が変化せず、電圧を印加する場合には円偏光が直線偏光に変化するように
選択するものとする。
【００５０】
先ず、透明上部電極２３に電圧を印加しない場合には、液晶７０に入射した特定の波長の
右円偏光はそのまま右円偏光として配向膜５０、保護層４０、透明上部電極２３、発光層
３３を順に透過し、反射下部電極２１に到達する。この右円偏光が、反射下部電極２１に
より反射されると左円偏光になり、上記の構成要素を今度は逆の順に透過して液晶７０に
到達する。そして、液晶７０を下方から上方へ通過するときにも偏光状態は変化せず、左
円偏光が配向膜６４、透明電極６３、カラーフィルタ６１、透明基板６０とを順に透過し
て円偏光板８０に至ることになる。左円偏光は円偏光板８０によって吸収されるので、外
部へ漏れることは無い。従って、この画素は黒を表示することになる。
【００５１】
次に、反射下部電極２１に電圧を印加する場合には、同じ電位が透明上部電極２３にも印
加される。このときの液晶の配向状態により、液晶７０を透過した光は直線偏光になり、
反射下部電極２１には直線偏光が到達する。反射下部電極２１で反射された直線偏光は、
液晶７０を透過すると右円偏光になり、円偏光板８０を透過する。従って、この画素はカ
ラーフィルタ６１で決まる波長の色を表示することになる。このようにして、個々の反射
下部電極２１の電位を制御することにより、任意のカラー画像を表示することができる。
【００５２】
以上の構成と動作で特徴的なのは、発光素子２０の透明上部電極２３を液晶に電圧を印加
させるための電極として機能させている点と、発光素子２０の反射下部電極２１を光の反
射板として機能させている点である。
【００５３】
なお、ブラックマトリクス６２の存在により、ある反射下部電極で反射された光が隣接す
る画素のカラーフィルタに入射する割合を低減する。従って、混色による画像の劣化を防
ぐことができる。
【００５４】
また、カラーフィルタ６１は光拡散材料を含む。これは、反射下部電極２１での鏡面反射
により、入射した外光がそのまま反射されて外界の画像が表示されること（外界画像の写
り込み）を防ぐためである。仮に、従来の反射型液晶表示装置で通常に行われているよう
に、傾斜角度が様々な分布を持つ凹凸形状を反射板に形成しても、このような外界画像の
写り込みを防ぐことができる。しかしながら、ここで反射板に設ける凹凸部の高さは１μ
ｍ程度、発光層２３の厚さは１００ｎｍ程度となるため、反射下部電極と透明上部電極と
が短絡する危険がある。従って、発光層に用いる材料に依存するが、光拡散材料を用いる
構成の方が好ましい。光拡散材料を含ませる場所はカラーフィルタ６１に限らず、保護層
４０に入れてもよい。
【００５５】
次に、本実施形態の表示装置における自発光モードの動作について、図６乃至図８を参照
して説明する。図６は、自発光モードでの表示動作時において、図２の制御信号の与え方
を示すタイミング・チャートである。
【００５６】
最初のフレーム（図６において“LED-reset frame”と表記）では、反射モードの場合と
同様にして全画素のＣsにＨレベルを書き込んで発光素子を消灯するためのものである。
このフレームは必ずしも挿入する必要は無い。
【００５７】
以降のフレームでは、制御信号ＶmodeをＨレベルに設定し、Ｔ1とＴ3を導通状態、Ｔ2と
Ｔ4を非導通状態とする。このときの回路は図７と等価になる。図７において、液晶ＣLC
の一方の端子が発光素子ＣELの陰極に接続されているが、他方の端子Ｖceの電位はＬレベ
ルに設定されるため、液晶には電圧が印加されない。従って、自発光モードでは液晶の配
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向は、通過する光の偏光状態が変化しないように固定されている。更に、図６に示すよう
にＶgateをＨレベルに設定することによりＴpを導通させ、そのときのＶdataの電圧をＣs
に書き込む。ここで、Ｖdataには表示したい画像信号を供給する。
【００５８】
先ず、Ｃsに書き込む電位がＨレベルの場合には、発光素子は消灯状態になる。これは最
初のフレームの場合と同様である。従って、Ｈレベルが書き込まれた画素は黒を表示する
。
【００５９】
一方、Ｃsにある値の電位が書き込まれる場合には、図７のＴccの伝導度が変化して、そ
れに対応した電流がＣELに流れる。即ち、図８において、発光素子２０の発光層２２から
透明上部電極２３を通して上方へ光が発せられる。この光は、保護層４０、配向膜５０、
液晶７０、配向膜６４、透明電極６３を順に透過して、特定の波長範囲の光がカラーフィ
ルタ６１を透過する。この間、光の偏光状態が変化することはない。透明基板６０を透過
した光は、その一部が円偏光板８０を透過して外部に放射され、一部は円偏光板８０に吸
収される。従って、この画素はカラーフィルタ６１で決まる波長の色を表示し、その強度
はＣsに書き込まれた電位により設定されている。
【００６０】
以上説明したように、表示したい画像信号に対応した電位を全ての画素のＣsに夫々書き
込むことにより、任意のカラー画像を表示することができる。
【００６１】
ここで、発光層２２で発生する光は等方的であるため、このような発光素子２０は単独で
は広い指向性を持つ。しかし、保護層４０、配向膜５０、液晶７０、等の材料の屈折率に
よっては、放出される光の方向がある角度範囲に制限され、その結果、発光効率が低下し
て表示装置の輝度が低くなる可能性がある。これは、広い角度範囲で放射された光が高屈
折率の物質から低屈折率の物質へ入射するときに、二つの屈折率で決まる臨界角度よりも
大きな角度で放射される光が高屈折率の物質の中に閉じ込められるためである。この現象
を防ぐためには、共に厚さが１μｍ程度以上である保護層４０と液晶７０の材料の選択が
特に重要である。液晶層を透過する光が感じる最大の屈折率は異常光に対する液晶の屈折
率であり、例えばメルクジャパン製の液晶ＢＤＨ－ＴＬ２１３ではこの値は１．７６であ
る。従って、屈折率が１．５～１．７程度の材料（例えばＳｉＯＮ）を保護層４０に用い
ることにより、保護層４０に光が閉じ込められないようにすることができる。
【００６２】
また、仮に、外光が円偏光板８０の上方から入射した場合でも、外光の反射によるコント
ラストが劣化することはない。これは、反射モードの表示動作で説明したように、液晶に
電圧を印加しないときには黒を表示する“ノーマリ・ブラック”の表示を採用しているた
めである。
【００６３】
（変形実施形態）
次に、本実施形態の変形例について説明する。第１に、液晶の配向方法に注目する。本発
明の構成の液晶層に求められる機能は、透過する光の偏光状態を変化させるか否かを切り
替えることにより、外光を反射するか否かを制御することである。従って、この機能を果
たせば、前述の実施例に採用した水平配向とは異なる液晶配向方法を採用することができ
る。例えば、ハイブリッド配向（一方の基板側では液晶分子を垂直に配向させ、他方の基
板側では水平に配向させる）を採用してもよい。これらの液晶の配向方法は、いずれもＥ
ＣＢ（電圧制御複屈折型）モードとして従来の反射型液晶表示装置に一般に採用されてい
る。
【００６４】
第２に、ＥＣＢモードの代わりに、これも従来の反射型液晶表示装置において一般的に知
られているゲスト・ホスト（ＧＨ）モードの液晶を採用してもよい。ＧＨモードは、液晶
（ホスト）の中に数％の２色性色素分子（ゲスト）を混入させて、２色性色素分子の配向
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を液晶分子の配向により制御することにより光吸収の度合いを調整するという原理に基づ
いている。ＧＨモードにはいくつかの構成があり、特に、相転移型、高分子分散液晶（Ｐ
ＤＬＣ）型等では、基板の表面に配置した反射電極が液晶に接する構成になっている。従
って、これらの反射電極の下方に、図１及び図２に示した発光素子を形成すれば、前述の
ＥＣＢモードの実施例と同等の効果を得ることができる。なお、これらの構成は偏光板が
不要なため、反射モードで更に明るい表示が可能である。しかし、ＰＤＬＣ型ＧＨモード
は駆動電圧が高い、相転移型ＧＨモードは発色の制御が困難であるという欠点もある。
【００６５】
第３に、前述の実施例では電圧無印加時に黒を表示するノーマリ・ブラックの構成とした
が、従来の反射型液晶表示装置で一般的に行われているように、電圧印加時に黒を表示す
るノーマリ・ホワイトの構成としてもよい。
【００６６】
第４に、本発明の発光素子としては、白色を発するものに限られない。即ち、赤色、緑色
、青色を発する発光素子を、各発光波長を透過するカラーフィルタに対向する位置に配置
してもよい。このような構成には、３種の発光素子の形成が必要なため製造コストが上昇
するという欠点があるが、一方では、カラーフィルタによって吸収される光が少ないため
に、自発光モードの表示が明るいという利点がある。
【００６７】
このように本発明の趣旨を損なうことなく、液晶モード及び液晶の制御方式の選択と種々
の構成要素の置換が可能である。従って、そのような構成も本発明の範囲に入るものであ
る。
【００６８】
（第２の実施の形態）
表示装置の表示面積が大きい場合には、液晶層の厚さを一定に保つことが困難になる。そ
の原因は以下のとおりである。通常は、液晶を封入するための材料に液晶層の厚さを規定
するための物体（スペーサ）を混入させて、表示領域の外周に配置することにより、液晶
層の厚さを一定に保っている。従って、表示面積が大きくなると、この液晶封入材料から
遠い場所（即ち、表示領域の中心部）において、液晶層の厚さの制御が困難になる。
【００６９】
この課題は、従来の液晶表示装置でも良く知られており、その解決方法として、同様のス
ペーサを液晶層にも分散させる方法が一般に行われている。又は、スペーサの代わりに反
射電極の形成されていない領域に支柱を設け、これらの支柱の高さにより液晶層の厚さを
一定に保つという方法も知られている。これら２つの解決方法のいずれでも本発明の表示
装置に適用することができる。
【００７０】
しかし、スペーサを分散させる方法を本発明の表示装置に適用すると、２枚の基板を張り
合わせて固定する製造工程の条件が最適でなければ、発光素子がスペーサによって損傷を
受ける恐れがある。これは、通常はスペーサの材料が相当の硬度を持つガラスであり、ス
ペーサによって保護層を介して発光素子に荷重が加わるためである。使用する発光素子の
材料によっては荷重への耐性が不十分な場合もあり、そのときは使用中に表示面を指で押
すだけで発光素子が破壊されることもあり得る。そこで、このような虞が無い支柱を用い
る方法を採用する例について以下に説明する。
【００７１】
図９は、本発明の第２の実施形態に係る表示装置を示し、特にその画素部の断面の構成を
示すものである。図９において、図１に示したものと同一の構成要素には同一の符号を付
してその詳細な説明は省略する。本実施形態においては、発光素子２０の上面に形成され
た保護層４０ｂの形状に特徴がある。即ち、保護層４０ｂにおける配線３０の上方には凸
部４１が設けられ、凸部４１の上面が透明基板６０に設けた配向膜６４に接している。
【００７２】
図９において、凸部４１は、全表示領域において液晶７０の厚さを一定に保つためのスペ
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ーサとして機能する。また、スペーサの周辺では液晶分子の配向が乱れて光が漏れること
が知られているが、このような光はブラックマトリクス６２により吸収されて外部に漏れ
出ることはない。従って、反射モードにおいて黒を鮮明に表示できる。
【００７３】
このような凸部４１は、保護層４０ｂを厚く形成した後にリソグラフィとエッチング工程
により形成することができる。この場合、保護層４０ｂと凸部４１とは同じ材料で形成さ
れる。又は、本来の厚さに形成した保護層４０の上に別の材料を厚く形成し、それをリソ
グラフィとエッチング工程により加工して凸部４１を形成してもよい。更に、基板１０側
ではなく透明基板６０側に凸部を形成し、両基板を張り合わせて液晶を注入することによ
り、図９に示す構造を形成してもよい。後者の２つの製造方法では、保護層と凸部とが別
の材料で形成されるため、製造工程が増えるという欠点がある。一方で、基板６０側に凸
部を設ける構成では、ブラックマトリクス６２との位置合わせが比較的に容易になるとい
う利点がある。
【００７４】
（第３の実施の形態）
図１０は本発明の第３の実施形態に係る表示装置を示す図である。図１０において、図１
と同一構成物には同一符号を付してその詳細な説明が省略する。上述の第１及び第２の実
施形態においては、カラーフィルタは透明基板側に配置したが、図１０に示すように、カ
ラーフィルタ６１ｃを発光素子１０を形成した基板１０における発光素子１０の上方に保
護層４０を介して形成しても良い、即ち、保護層４０上に直接にカラーフィルタ６１ｃが
形成されている。本実施形態においても、第１実施形態と同様の効果を奏する。
【００７５】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、個々の画素が、光を反射する機能を持つ発光素子
と、液晶層と、カラーフィルタとを有するので、明所では反射型液晶装置として、暗所で
は自発光型ディスプレイとして機能する。即ち、反射モードでは、発光素子の陰極が外光
の反射板として機能し、液晶の配向制御と円偏光板との組み合わせにより、外光の反射の
ＯＮ／ＯＦＦを切り替える。また、自発光モードでは、画素の電流制御回路により発光の
ＯＮ／ＯＦＦを切り替え、外光の反射は円偏光板により遮られる。従って、これらの表示
モードを周囲の明るさに応じて適宜に使い分けることにより、明るい場所でも暗い場所で
も鮮明な画像を表示できるという効果がある。
【００７６】
更に、第２の実施形態の図９に示す構成においては、以上に説明した効果に加えて、表示
装置の製造中又は使用中に発生する外力に対して耐性が高いという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る表示装置の主な構成要素を示す断面図である。
【図２】第１の実施形態における画素の回路構成を示す回路図である。
【図３】第１の実施形態における反射モード時の動作を説明するためのタイミングチャー
トである。
【図４】第１の実施形態における反射モード時の回路構成を説明するための回路図である
。
【図５】第１の実施形態における反射モード時の動作を説明するための断面図である。
【図６】第１の実施形態における自発光モード時の動作を説明するためのタイミングチャ
ートである。
【図７】第１の実施例における自発光モード時の回路構成を説明するための回路図である
。
【図８】第１の実施例における自発光モード時の動作を説明するための断面図である。
【図９】本発明の第２の実施形態に係る表示装置の主な構成要素を示す断面図である。
【図１０】本発明の第３の実施形態に係る表示装置の主な構成要素を示す断面図である。
【図１１】従来の反射型表示装置の主な構成要素を示す断面図である。
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【図１２】従来の自発光型表示装置の主な構成要素を示す断面図である。
【符号の説明】
１０；基板
２０；発光素子
２１；反射下部電極（陰極）
２２；発光層
２３；透明上部電極（陽極）
３０；配線
４０；保護層
４１；凸部
５０；配向膜
６０；透明基板
６１；カラーフィルタ（光拡散材料を含む）
６２；ブラックマトリクス
６３；透明電極
６４；配向膜
７０；液晶
８０；円偏光板（直線偏光板＋ｌ／４波長板）
１１０；基板
１１１；反射電極
１１２；配線
１１３；配向膜
１２０；透明基板
１２１；カラーフィルタ（光拡散材料を含む）
１２２；ブラックマトリクス
１２３；透明電極
１２４；配向膜
１３０；液晶
１４０；円偏光板（直線偏光板＋ｌ／４波長板）
２１０；基板
２２０；発光素子
２２１；反射下部電極
２２２；発光層
２２３；透明上部電極
２３０；配線
２４０；保護層
２５０；カラーフィルタ（光拡散材料を含む）
２６０；保護基板
２７０；円偏光板（直線偏光板＋ｌ／４波長板）
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